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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 2月 28日 (2006.2.28)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 請 求 項 ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 【 請 求 項 ７ 】
　 地 盤 を 切 削 す る た め の 円 筒 状 の ビ ッ ト を 先 端 に 備 え た 外 管 と 、
前 記 地 盤 の サ ン プ ル を 収 納 す る た め の 円 筒 状 の コ ア リ フ タ ー ケ ー ス を 先 端 に 備 え 、 前 記 外
管 の 内 側 に 位 置 す る 内 管 と 、
を 用 い て 前 記 地 盤 の サ ン プ ル を 収 集 す る た め の サ ン プ リ ン グ 方 法 に お い て 、
前 記 ビ ッ ト の 先 端 部 は 、
前 記 地 盤 を 切 削 す る た め の 部 分 と 、
内 周 面 に 形 成 さ れ た 内 開 き の 第 １ の テ ー パ と 、
を 備 え 、 前 記 コ ア リ フ タ ー ケ ー ス の 先 端 部 は 、 前 記 第 １ の テ ー パ と の 間 に テ ー パ 状 の 隙 間
を 形 成 す る 先 細 の 第 ２ の テ ー パ を 備 え 、
前 記 各 テ ー パ の 角 度 は 、 前 記 ビ ッ ト の 断 面 に 対 し て ６ ０ 度 以 上 ８ ０ 度 以 下 で あ り 、
サ ン プ リ ン グ し よ う と す る 地 盤 に 、 管 状 の ロ ッ ド に よ っ て 、 前 記 外 管 を 前 記 内 管 と 共 に 回
転 さ せ な が ら 押 し 込 前 記 ロ ッ ド を 通 じ て 、 界 面 活 性 剤 を 含 む 圧 縮 空 気 を 、 前 記 外 管 と
前 記 内 管 と の 間 に 送 り 込 む こ と を 特 徴 と す る サ ン プ リ ン グ 方 法 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 【 ０ ０ ０ ２ 】
　 【 従 来 の 技 術 】
　 土 木 工 事 や 地 盤 管 理 な ど を 適 切 に 行 う た め に は 、 地 盤 の 性 状 を 正 確 に 把 握 す る こ と が 重
要 で あ り 、 こ の た め に 、 所 望 の 深 度 ま で 掘 削 し て 地 盤 の サ ン プ ル を 採 取 す る こ と （ サ ン プ
リ ン グ と 呼 ぶ ） が 不 可 欠 で あ る 。 こ の よ う な サ ン プ リ ン グ の た め の 従 来 技 術 と し て は 、 採
取 す る サ ン プ ル の 上 端 に あ た る 面 （ サ ン プ リ ン グ 面 と 呼 ぶ ） の 直 前 ま で 掘 削 装 置 で 掘 削 し
た う え 、 そ の 先 の 地 盤 に つ い て 、 円 筒 状 の サ ン プ リ ン グ 装 置 （ サ ン プ ラ ー と も 呼 ぶ ） で 円
筒 状 に 掘 削 を 進 め 、 サ ン プ リ ン グ 装 置 に 収 納 さ れ た 部 分 を サ ン プ ル と し て 地 上 に 引 き 上 げ
る が て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ３

み 、

技 術 知 ら れ



【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 の よ う な 従 来 技 術 で は 、 掘 削 装 置 や サ ン プ リ ン グ 装 置 を 回 転 さ せ な が ら 地 盤 に
押 し 込 ん で ゆ く ロ ッ ド を 通 じ て 、 界 面 活 性 剤 な ど の 発 泡 剤 と 圧 縮 空 気 を 混 合 し た 高 圧 流 体
を （ ジ ェ ッ ト フ ォ ー ム と 呼 ぶ ） 送 り 込 み 、 掘 削 装 置 や サ ン プ リ ン グ 装 置 の 先 端 か ら 吹 き 出
さ せ る こ 湧 水 や 掘 削 屑 （ ス ラ イ ム ） を 気 泡 流 体 と 共 に 地 上 に 排 出 さ せ る こ と が
で き る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な サ ン プ リ ン グ 工 法 は 、 Ｊ Ｆ Ｂ 工 法 と し て 知 ら れ て お り 、 こ の よ う な 従 来 技 術
に よ れ ば 、 気 泡 性 状 を 硬 膜 泡 に 改 良 し た り 、 サ ン プ ラ ー や ビ ッ 形 状 も 改 良
し て 孔 壁 保 護 を 図 っ た り す る こ あ る 程 度 の 崩 壊 性 や 湧 水 を 有 す る 地 層 ま で な ら
ば 、 地 盤 性 状 を 有 す る 地 層 に 対 し て 、 高 品 質 な サ ン プ リ ン グ が 可 能 で あ る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う な 筒 状 の ビ ッ ト は 、 内 部 に 送 り 込 ま れ た ジ ェ ッ ト フ ォ ー ム を 先 端 か ら 吹 き 出 し
な が ら 、 回 転 に よ っ て 掘 り 進 み つ つ 、 テ ー パ Ｔ で 孔 壁 を 押 し 固 め る こ と 孔 壁 保 護 を
図 る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ れ ら 二 つ の 上 昇 エ ネ ル ギ ー に よ り 、 孔 内 水 は 孔 口 よ り 噴 出 さ れ て い る が 、 上 記 の よ う
な 従 来 技 術 の 場 合 、 他 の 気 泡 工 法 よ り こ の 噴 出 能 力 は 相 当 に 高 い 。 な ぜ な ら ば 、 高 品 質 の
サ ン プ ル を 採 取 す る た め に は 、 掘 削 屑 （ ス ラ イ ム ） を 効 率 よ く 排 除 す る こ と も 重 要 な 技 術
の 一 つ で あ り 、 発 泡 効 率 を 非 常 に 、 充 分 な 空 気 量 を 高 速 に 循 環 さ せ て い る か ら
で あ る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
　 【 ０ ０ １ ９ 】
　 【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め 、 請 求 項 １ の 発 明 は 、 地 盤 を 切 削 す る た め の 円 筒 状 の ビ ッ ト
と 、 前 記 ビ ッ ト の 内 側 で 前 記 地 盤 の サ ン プ ル を 収 納 す る た め の 円 筒 状 の コ ア リ フ タ ー ケ ー
ス と 、 を 備 え た サ ン プ リ ン グ 装 置 に お い て 、 前 記 ビ ッ ト の 先 端 部 は 、 前 記 地 盤 を 切 削 す る
た め の 部 分 と 、 内 周 面 に 形 成 さ れ た 内 開 き の 第 １ の テ ー パ と 、 を 備 え 、 前 記 コ ア リ フ タ ー
ケ ー ス の 先 端 部 は 、 前 記 第 １ の テ ー パ と の 間 に テ ー パ 状 の 隙 間 を 形 成 す る 先 細 の 第 ２ の テ
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ー パ を 備 え 、 前 記 各 テ ー パ の 角 度 は 、 サ ン プ リ ン グ 装 置 の 断 面 に 対 し て ６ ０ 度 以 上 ８ ０ 度
以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ４ の 発 明 は 、 円 筒 の 先 端 部 に 、 地 盤 を 切 削 す る た め の 部 分 と 、 内 周 面 に 形 成 さ れ
た 内 開 き の テ ー パ を 備 え た サ ン プ リ ン グ 用 ビ ッ ト に お い て 、 前 記 テ ー パ の 角 度 は 、 サ ン プ
リ ン グ 用 ビ ッ ト の 断 面 に 対 し て ６ ０ 度 以 上 ８ ０ 度 以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。 請 求 項 ５
の 発 明 は 、 円 筒 の 先 端 部 に 先 細 の テ ー パ を 備 え た 地 盤 サ ン プ リ ン グ 用 の コ ア リ フ タ ー ケ ー
ス に お い て 、 前 記 テ ー パ の 角 度 は 、 コ ア リ フ タ ー ケ ー ス の 断 面 に 対 し て ６ ０ 度 以 上 ８ ０ 度
以 下 で あ る こ と を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ６ の 発 明 は 、 地 盤 を 切 削 す る た め の 円 筒 状 の ビ ッ ト を 先 端 に 備 え た 外 管 と 、 前 記
地 盤 の サ ン プ ル を 収 納 す る た め の 円 筒 状 の コ ア リ フ タ ー ケ ー ス を 先 端 に 備 え 、 前 記 外 管 の
内 側 に 位 置 す る 内 管 と 、 サ ン プ リ ン グ し よ う と す る 地 盤 に 前 記 外 管 を 前 記 内 管 と 共 に 回 転
さ せ な が ら 押 し 込 む た め の 管 状 の ロ ッ ド と 、 前 記 ロ ッ ド を 通 じ て 、 界 面 活 性 剤 を 含 む 圧 縮
空 気 を 、 前 記 外 管 と 前 記 内 管 と の 間 に 送 り 込 む た め の 手 段 と 、 を 備 え た こ と を 特 徴 と す る
サ ン プ リ ン グ 装 置 に お い て 、 前 記 ビ ッ ト の 先 端 部 は 、 前 記 地 盤 を 切 削 す る た め の 部 分 と 、
内 周 面 に 形 成 さ れ た 内 開 き の 第 １ の テ ー パ と 、 を 備 え 、 前 記 コ ア リ フ タ ー ケ ー ス の 先 端 部
は 、 前 記 第 １ の テ ー パ と の 間 に テ ー パ 状 の 隙 間 を 形 成 す る 先 細 の 第 ２ の テ ー パ を 備 え 、 前
記 各 テ ー パ の 角 度 は 、 サ ン プ リ ン グ 装 置 の 断 面 に 対 し て ６ ０ 度 以 上 ８ ０ 度 以 下 で あ る こ と
を 特 徴 と す る 。
　 請 求 項 ７ の 発 明 は 盤 を 切 削 す る た め の 円 筒 状 の ビ ッ ト を 先 端 に 備 え た 外 管 と 、 前 記
地 盤 の サ ン プ ル を 収 納 す る た め の 円 筒 状 の コ ア リ フ タ ー ケ ー ス を 先 端 に 備 え 、 前 記 外 管 の
内 側 に 位 置 す る 内 管 と 、 を 用 い て 前 記 地 盤 の サ ン プ ル を 収 集 す る た め の サ ン プ リ ン グ 方 法
に お い て 、 前 記 ビ ッ ト の 先 端 部 は 、 前 記 地 盤 を 切 削 す る た め の 部 分 と 、 内 周 面 に 形 成 さ れ
た 内 開 き の 第 １ の テ ー パ と 、 を 備 え 、 前 記 コ ア リ フ タ ー ケ ー ス の 先 端 部 は 、 前 記 第 １ の テ
ー パ と の 間 に テ ー パ 状 の 隙 間 を 形 成 す る 先 細 の 第 ２ の テ ー パ を 備 え 、 前 記 各 テ ー パ の 角 度
は 、 前 記 ビ ッ ト の 断 面 に 対 し て ６ ０ 度 以 上 ８ ０ 度 以 下 で あ り 、 サ ン プ リ ン グ し よ う と す る
地 盤 に 、 管 状 の ロ ッ ド に よ っ て 、 前 記 外 管 を 前 記 内 管 と 共 に 回 転 さ せ な が ら 押 し 込 前
記 ロ ッ ド を 通 じ て 、 界 面 活 性 剤 を 含 む 圧 縮 空 気 を 、 前 記 外 管 と 前 記 内 管 と の 間 に 送 り 込 む
こ と を 特 徴 と す る 。
　 本 発 明 で は 、 掘 削 形 成 さ れ た サ ン プ ル 側 面 周 囲 に 気 泡 流 体 が 噴 射 さ れ る 角 度 が 、 サ ン プ
ル 断 面 に 対 し て ７ ０ 度 す な わ ち 軸 方 向 に 対 し て ２ ０ 度 前 後 で あ り 、 こ れ は 、 従 来 技 術 に お
け る ４ ５ 度 よ り も 軸 に 沿 っ た 向 き で あ る 。 こ の た め 、 サ ン プ ル 側 面 周 囲 に か か る 噴 射 に よ
る 衝 撃 力 、 引 張 り （ 吸 出 し ） 力 、 単 位 面 積 あ た り の セ ン 断 力 な ど が 大 幅 に 低 減 さ れ 、 地 下
水 が 多 量 に 湧 出 す る よ う な 崩 壊 地 盤 （ 破 砕 帯 層 ） に お い て も サ ン プ ル を 流 出 さ せ る こ と な
く 確 実 か つ 容 易 に 回 収 す る こ と が で き る 。
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